
231

'泌尿 紀 要6巻3号

.昭 和35年3月d

腎 及 び 副 畢 丸 結 核 患 者 の

年 令 的 推 移 に 就 い て

秋田県花岡鉱山病院皮泌科医長

荒 川 保 徳

青森県五所川原市立西北中央病院皮泌科医長

野 沢 忍

          A Shift in Age of the Patients with Renal 

                 and Epididymal Tuberculosis 

                        Yasunori ARAKAWA, M. D. 

                 From the Department of Dermatology and Urology, 

                      Hanaoka Mine  Hospital Akita,  Japan 

                        Shinobu NOSAWA, M. D. 
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   Among the patients with renal and epididymal tuberculosis reported to 12 health 

centers in Aomori and Akita prefectures from 1945 through 1958, those patients who 

could be subjected to investigate were 1061 cases with renal tuberculosis and 236 cases 

with epididymal tuberculosis. The following results were obtained by investigating sex 

and age during this period which was divided into three periods, 1945-1950 (first period), 

 1951•1955 (second period), 1956-1958 (third period). 

   1) Number of the patients with renal tuberculosis was 1.21 times greater in male 

than female. 

   2) Number of the patients with renal tuberculosis in second and third decade, 

especially the latter was decreased, while more than fourth decade was increased. 

   3) The highest incidence of renal tuberculosis was found in third decade during 

the first and second period and in fourth decade during the third period. 

   4)  Average age of the patients with renal  tuberculosis was increased in each period 

and the rate of the increase was more significant in female. 

   5) In third and fourth decades higher incidence of renal tuberculosis was found in 

male, while female in fifth decade. 

   6) The patients with epididymal tuberculosis were decreased in third and fourth 

decades during the third period comparing with the first and second periods and in the 

other decades it was rather increased resulting in less difference in age. 

   7) There was no consistent change in the shift of incidence by average age in the 

patients with epididymal tuberculosis.

緒 言

肺結核の発病年令は時代が進むにつれて高年

層に移行すると云われているが,腎 及び副睾丸

結核患者の年令的推移に関する文献は我が国で
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は未だ余り見当らない.著 者等は此の点に着 目

し次の如き観察を行つた.

調 査 方 法

昭和20年 以降33年 迄に青森,秋 田両県に亘る12保 健

所(8市10郡,管 内総人口約161万,第1図 及び第1

表参照)に 届け出のあつた腎及び副睾丸結 核 患者 の

性,年 令について調査した.調 査は主に各保健所の結

核患者届出台帳により,そ れの無い場合は結核患者届

第'1図 調 査 範 囲

一 県境

出票又は結核患者登録台帳によつた.尚 期間はス トマ

イ等の化学療法が無い時代又は殆んど用いられなかっ
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た昭和20～25年 を第1期,26～30年 を第2期,化 学療

法が普遍的に大量用いられる様になつた31～33年 を第

3期 として観察した.

調 査 成 績

1.腎 結 核.前 記 期 間内 の観 察 出 来た 腎 結核 患 者 数

は第2表 の如 く1061名(年 令不 明の9名 を含 む)で あ

る.

1.性 比.1061中 男580名(54.7%),女481名(45.3

%),性 比は1.21:1で 有 意 の差 を 以つ て男 に 多 い.

期別 に之 を見 る と男/女 は1期1.14(95/83),2期1.42

(272/191),3期1.03(213/207)と な り,必 ら ず し

も性 比が 減少 しつ つ あ る とは云 えな い.

2.年 令.年 令不 明 の9名 を除 く1052名 に つ い て期

別 の平均 年令 を み る と,1期29.3才,2期31.3才,3期

34.3才 とな り,次 第 に壮 年 層 に移 行 して い る.更 に年

台 別にみ る と第2図 の如 く1期 では178名 中20才 台 が
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第2図 腎結核患者年令
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46.1%を 占めて 最 も多 く,30才 台23.6%,10才 台 及 び

40才 台 が共 に12.9%で 之に 次 ぎ,20才 台 を ピ ー ク とし

てかな り急峻 な カーブ を画 い て い る.2期 には1～3

位 の順位 は 夫 々20才 台,30才 台 及 び40才 台 で1期 と変

りが無 いが,456名 中20才 台 が36.0%に 減少,反 対 に

30才 台 が32.5%に 増 加,40才 台 が 前期 と同 じ12.9%を

示 し,10才 台が10.3%で 之 に 次 ぎ,カ ー ブ はか な りゆ

るやか にな って い る.更 に3期 に な る と ピー クは 完 全

に30才 台 に 移行 して418名 中35.2%を 占 め,次 い で20

才台26.8%,40才 台16.0%,10才 台10.0%の 順 で あ

る.又50才 台 は1,2,3期 夫 々3.4%,5.0%及 び8.1

%と 次第 に増 加,60才 以上 も1,2,3期 夫 々O.6%,

1・8%及 び[3.6%と 漸 増 の傾 向に あ る.即 ち10～20才

台,殊 に20才 台 が 次 第 に減 少 し,30才 以上 は各 年 台層

を通 じて次 第 に増 加 してい る,

3・ 性別 年 令.男 女 別 に 年 令 を見 る と第3図 の 如 く
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患者 数 は 何 れ も20才 台>30才 台>40才 台>10才 台>50

才 台 の順 で一 致 す る が,平 均 年 令は 男31.5才,女33.0

才 で 男が 低 い,又 性 別 平均 年 令 を期 別 にみ る と1,2,

3期 夫 々男 が29.8才,30.7才 及 び33.1才;女28.7才,

32.1才 及 び35.5才 で 共 に上 昇 してい る,更 に そ の1,

2期 の差 及 び2,3期 の差 を 見 る と男 では 夫 々0.9才 及

び2.4才;女 は共 に3.4才 で あ り,平 均 年 令 の 上 昇率 は

女 の 方 が 高い.年 台 別 に 見 る と20才 台,30才 台 は男 が

夫 々574名 中35.9%及 び34.796;女 は478名 中 夫 々31.8

%及 び28.9%で 共に 男 に 多 く,9才 以下,40才 台,50

才台 及 び60才 以 上 では 男 が 夫 々0.3%,12.4%,4.2%

及 び1.9%;女 は夫 々1.5%,16.3%,8.206及 び2.7%

で何 れ も女 が 多 い しか し10才 台 は 男女 夫 々10.6%及

び10.7%で 差 は な い.

皿.副 睾 丸 結核.前 記 期間 内 の観察 し得 た 副睾 丸 結

核 患者 数 は 第3表 の如 く236名 で あ る,平 均 年 令は1

期33.2才,2期30.8才,3期32.2才 で一 定 の傾 向は 認

め られ な い.年 台別 に み る と第4図 の如 く1期 は58名

中20～30才 台 が 計77.6%を 占 め,40才 以上 計20.7%,

19才 以 下1.7%で あ る.2期 は108名 中20～30才 台が 計

81.5%,40才 以上 計12.0%,19才 以下 計6.5%で あ
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る.即 ち1,2期 共20～30才 台 を ピー ク とし てか な り

急峻 な カ ーブ を画 い てい る.之 に対 して3期 は70名

中20～30才 台が 計58.6%に 減 じ,40才 以上 計25.7%,

19才 以下 計15.7%で あ る.即 ち3期 は1,2期 に 比べ

て20～30才 台 が 減少 してそ れ 以 外 の年 台 層は 何 れ も増

加 し,カ ー ブがか な りゆ るや かに な つ てい る.

考 案

1.腎 結核患者 の性比.之 に関 しては既 に多

くの交献が あり,最 近 で も男/女 が多田oの1.2,

阿 世 知2)の1.6,赤 坂 等3)の1,1,大 森4,の1.2等

の報告が あ り何れ も男 に多い.こ の ことは肺結

核 及び癩 に も認 められ,尾 村5)は 両者共男女比

が約3=2で 男 に多 く,年 令 分布 も両疾患類似

しているので,感 染機 会,体 質,抵 抗 力等 の諸

要 因に男女差 が あり,且 ある程度両疾患 の要因

に共通 性が存す るのではないかと云 う.著 者等

の腎結核 の統計で も男 女比 が1.21で や は り男 に

多 く,多 田及 び大森 の数値 に一致す る.叉 北

野ω に よれ ば癩患者の男'女比は次第 に減 少し,

昭 和10年2.39,20年1.75,30年1.64と 云 うが,

著 者等 の腎結核 の場合では1期(昭 和20～25

年)1.14,2期(26～30年)1.42,3期(31～33

年)1.03で 必 らず しも性比 が減 少 しつ つあると

は云われ ない.

2,腎 結 核患者 の年令.肺 結核 の発病年令は

文 化が進むに従 つて次第 に高年層 に移行す ると

云われ てい る.我 が 国で も戦後此 の傾向が著明

で,全 国肺結核 患者 の統 計では昭和30年 迄は20

才 台 が最 も多いが31年 以後は30才 台が最 も多

い7)8)又 昭 和28年 と33年 に行 なわれ た結核実

態調査 の成績で も29才 以下 の患者数 が前者 の

123万 名 か ら後者 の75万 名に減 少し,反 対 に30

才 以 上は各年台層 を通 じて増加 してい る9)1①

叉 岡等11)が 宮 城県 の農村で調査 した成績で も29

才 未満 が昭和14年 の56.09/oか ら昭和27年 の37」6

%に 減 じ,反 対に30才 以 上が44.0%か ら62.4%

に増 加 してい る.此 の傾向は癩 に もみ られ
,大

西12)に よれば癩 患者 の平均 年令 は昭和13年 の

21.3才 に対 し23年 は32.1才 となつてい る .又 北

野6}13)の 統 計 では昭和20年 以前 の平均年令が20

才 台 であつ た ものが21年 以後は30才 台 とな り,

30年 には42.6才 と なつ てい る .叉 志水等14}に よ

れば40才 以 下 の息者数 と41才 以上 の患者数 との

比が 大正8年 には2.4を 示 していたが昭和5年
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に=は,1.7と な り,24年 には0.7と なつ てい る.

癩 における此 の様な傾向は緒方15)も 認 め て い

る.ひ るが えつて腎結核 につ いてみ ると,此 の

種 の観察は未だ我 が国では余 り見 当らないが,

音山agls)は 昭和32年8月 以降33年9月 迄 に40才

以上の腎結核患者が34名 中32.49/oあ つ たが,そ

れ以前 の10年 間 には354名 中21.8%で あ つたと

云 う.叉 大森 は昭和27～32年 の統 計では以前 の

諸統計 に比 べて20才 台が 少な く,30才 台 が多い

と述べ,大 越17}も東 大 におけ る統計で年令 の右

旋傾向を認 めてい る。著者等の腎結核患者の調

査では平均年令 が1期29.3才,2期31.3才,3

期34.3才 と次第 に上昇 してい る.又 腎結核の最

多発年令は1,2期 共20才 台 であつ たが3期 に

は30才 台 に移行 している.此 の原因と して結核

が次第に毒力の少ない疾患にな りつつ あるとい

う説 もあり,大 森は化学療法 の結果発病年令及

び来院の時期が遅れ る為であると述べたが,そ

の外に国民全体 の体位の向上並 びにそれに伴 な

う平均余命の延長,BCG及 び集団検診等 に よ

る結核予防対策 の充実,一 般 の医学 的 レベ ルが

高 まつて今迄診断を受け なかつた老 人迄病院 を

訪れる様になつた こと等 も原因 とし て 考 え ら

れる.又 著者等 の例 を年台別にみ ると20才 台は

1,2,3期 夫k46.1%,36.0%及 び26.8%と 著

減,10才 台 も1,2,3期 夫 ・々 12.99iof,10.396及

び10.0%と 漸 減 してい る.之 に反し30才 台は

1,2,3期 夫 ・e23.6%,32.5%と 増 加,40才 以

上も各年台層共増加 し,合 計は1,2,3期 夫7(

16.9%,19.7%及 び27.7%で あ る.し かし1951

年Kretschmerls〕 が 発表 したアメ リカにおけ

る腎結核の統計では20才 台15.1%,30才 台36.6

%,40才 台27.99(oと な つてお り,ア メ リカよ り

は年令推移が未だかな り遅 れている様で ある.

3.腎 結 核患者 の性別年令.大 森 は腎結核 の

最多発年令は男25～29才,女30～34才 と し,反

対に西田等i9)は112名 のみの統計では あるが,

女子は男子 より若年層に罹患す る者が多 く,高

年層では男子 罹息が多い と云 う.叉 多田20)は60

才以上及 び10才 以下が男1703名 中夫M8名 及 び

19名,女736名 中夫7〈9名 及び12名 で,共 に比

率は女に多いと云 う.滝 川21〕に よれば癩 におい
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て も9才 以下は女に 多い.肺 結核では厚生省 の

調査8)に よると昭和30,31年 共 年令別頻度は男

30才 台>20才 台>40才 台,女20才 台>30才 台>

40才 台 の順 とな り,前 田22)は男 子壮年層 におい

て結 核罹患率が増加す るのは社会的及 び経済的

負担 が此 の層 の男子に重 く加担 され る為で ある

と述べている.又 大越は男は性器結核 の合併か

ら検査を受け て自覚症が出ない内に腎結核 の診

断がつけ られ る機会が多い ことも原因 してい る

のではないかと云 う.著 者等 の腎結核患者 の調

査 では平均年令が1,2,3期 夫 々男29.8才,

30.7才 及 び33.1才.女28.7才,32.1才 及 び35.5

才 で 男女共に上 昇 している.且 そ の1,2期 の

差 及び2,3期 の差をみ ると男 は夫7・O.9才 及 び

2.4才,女 は共 に3.4才 で,平 均年令 の上昇速度

は女 の方がやや速 い 日本人の平均余命 の上昇

率が 女に高い ことと考 え合せ ると興 味 深 い も

のが ある.即 ち昭和10年 か ら23年 迄 に男は46.9

才 か ら55.6才 迄8.7才,女 は49.6才 か ら59。4才

迄9.8才 平 均余 命が延 長 し,更 に昭和23年 か

ら33年 迄 の10年 間 の延長年数 は男9,4才 に対 し

て女は10.2才 に及 んでい る.又 著者等 の統計を

年台別ににみ ると20才 台及び30才 台が夫 々男

35.9%及 び34.7%,女31.8%及 び28.9%で 共 に

男に多 く,9才 以下,40才 台,50才 台 及び60才

以上 は夫k男0.3%,12.4%,4.29/o及 び1.99/o;

女1.50/o,16.30/o,8.2%及 び2.79/oで 共 に女に

多い10才 台は男女夫 々10.6%及 び10.7%で 差

は認 め られ ない.

4.副 睾 丸結核患者の年令 音山等 は昭和32

年8月 ～33年9月 迄 の副睾丸結核患者 の年令を

それ以前10年 聞の年令と比較 した結果,40才 以

上 の患者数が16.8%(184名 中)か ら40%(25

名 中)に 増加 したと云 う.そ の原因 としては

腎結核の項 で述べ たと同様の ことが 考 え ら れ

る.又 田村等24)は 大正9年 ～昭和9年 の数 値 と

昭和20～23年3,月 の数値 を比べて20才 台が49.6

%(500名 中)か ら44.8%(134名 中)に 減 じ,

反対 に30才 台 が25.2%か ら33。596に 増 加 した こ

とを指摘 した.且61才 以 上 の患者が1.0賭 か ら

2.29/oに 増 加 した ことは戦後 におけ る老 人の栄

養低下 によ ると思われ ると述 べた.著 者等 の調
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査では平均 年令は1,2,3期 夫 々33,2才,30.8

才 及 び32.2才 で 一定 の傾向は認 め られない.但

し1,2期20才 台及 び30才 台 の合計は夫k77.6

%及 び81.5%で あつたが3期 は58.6%に 減 じ,

反 対に19才 以 下 は1,2期 が 夫k1.7%及 び6.5

%で あ つた ものが3期 には15.7%に 増 加,40才

以 上 も1,2期 の20.7%及 び12.0%か ら3期 に

は25.7%に 増 加 している.即 ち年令 による患者

数 の差 が減 少している様に思 われ る.

結 論

昭和20年 以降33年 迄 に青森,秋 田両県に亘 る

12保 健所に届け出 られた腎及 び副畢丸結核患者

中調査 し得た者 は前者1061名,後 者236名 で あ

る.之 を第1期(昭 和20～25年),第2期(26

～30年)及 び第3期(31～33年)に 分 けて性及

び年令 を観察 し次の結果 を得た.

1)腎 結核患者 は1.21:1の 割 で男 に多い

2)腎 結核患者 の年令は10才 台及 び20才 台,

殊 に後 者が減少 し,30才 以 上は各年台層共漸増

しつつ ある.

3)腎 結 核息者の最 多発年 令層は1,2期 で

は共 に20才 台,3期 で は30才 台 で ある.

4)腎 結 核患者 の平均年令は男女共 次第 に上

昇 し,且 その上昇 率は女 に高 い

5)腎 結核患者 の性別年令分 布は20才 台及 び

30才 台は男に多 く,40才 台 以上 は女 に多 い

6)副 睾丸結核患者は3期 は1,2期 に比べ

て20才 台及 び30才 台が減少 してその他の年台層

が増加 し,年 令上 の発生頻度の差が 少な くなっ

ている.

7)副 畢丸結核患者の平均年令の推移には一

定の傾向が認められない.
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